
①植 物
植物は、107科555種が確
認されています。処分場の周
りの森ではエビネやムヨウラ
ンが生育し、水辺ではサクラ
タデやクサレダマのほか、イト
モやツツイトモなどの水草も
生育しています。今年度はタ
チクラマゴケが処分場内で初
確認されました。

③昆虫類
昆虫類は、230科1168種が
確認されています。周辺の森
や草原ではオオムラサキを始
めとした様々なチョウ類、ヤ
マトタマムシなどのコウチュ
ウ類、水辺ではコサナエなど
のトンボ類が繁殖しています。
今年度はジャコウアゲハ（幼
虫）が初確認されました。

④哺乳類
哺乳類は、12科20種が処分
場内及びその周辺で確認さ
れています。ススキ草原には
カヤネズミの球巣が200個
以上見つかりました。森には
ムササビの食痕、グラウンド
にはタヌキやキツネの足跡も
見つかります。キクガシラコ
ウモリなども生息しています。

⑥爬虫類
爬虫類は、5科9種が埋立地
や周辺の森で確認されていま
す。草原や周辺の森に棲むニ
ホンカナヘビやニホンマムシ、
水辺に現れるシマヘビやヤマ
カガシなど、多くが絶滅危惧
種です。記念館には灯りに集
まる昆虫を食べるためにニホ
ンヤモリが棲みついています。

②鳥 類
鳥類は、34科78種が確認さ
れています。周辺の水辺では
ヒクイナが初確認されました。
周辺の森にかけた巣箱でフク
ロウのヒナが巣立ちました。
処分場内ではホオジロやカイ
ツブリなども子育てをして、
にぎやかになります。サシバ
などの猛禽類もみられます。

⑦水生生物
水生生物は、53科105種が
湿地ビオトープや周辺の水辺
で確認されています。トンボ
類の幼虫（ヤゴ）が多く、サワ
ガニ等の甲殻類、処分場内で
唯一の魚類のホトケドジョウ
なども確認されました。都内
では珍しいケシゲンゴロウが
久し振りに見つかりました。

今年度の谷戸沢処分場内の調査では、
1900種以上の生き物が確認されています。
また、その中には142種の絶滅危惧種が含
まれています。
生き物にとってくらし
やすい「里山的自然環
境」が谷戸沢処分場に
再生していることを、
生き物たちが教えてく
れます。
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⑤両生類
両生類は、6科9種が埋立地
の水辺や周辺の森で確認さ
れています。毎年処分場内で
はトウキョウサンショウウオ
やモリアオガエルが繁殖して
います。近年ではアズマヒキ
ガエルの確認が増えています。
カエルたちが水路を安全に渡
れるように工夫しています。
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